
速報  ＪＲ総連緊急対策本部情報 
ＪＲ総連 東北地方太平洋沖地震 緊急対策本部情報  

2011年３月23日 

23：00発行 №17 

発行：全日本鉄道労働組合総連合会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＬＳ(国際労働者交流センター)ソク・チスン事務局

長は３月23日、緊急来日し、ＪＲ総連とＪＲ東労組を激励

訪問しました。 

ＪＲ総連･萩原副委員長から、地震発生から 12 日経って

もなお行方不明の組合員の安否確認をおこなっていること

や、家屋の損壊や避難指示により、避難生活を強いられて

いる組合員・家族がいること、ＪＲ総連や単組が支援活動

をおこなっていることを報告。ソク事務局長は、韓国でも

１時間おきに報道されていることから、ＪＲ総連の組合員

や家族を心から心配していることや、特に原発事故の影響

についての懸念が表明されました。そして「大変な状況が

続くが、頑張ってほしい」と力強い激励を受けました。 


